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本誌記事は執筆者の原著あるいは発表に基づいており、記事の一部に医療用漢方製剤の承認外の記載が含まれています。
医療用漢方製剤の使用にあたっては、各製剤の添付文書などをご覧いただきますようにお願い申し上げます。
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開会のご挨拶

本シンポジウムは、寺澤捷年先生、後山尚久先生と歴代のコーディネーターが続け

てこられた「こんな時には漢方を」の基本コンセプトを継承しつつ、『漢方エキス製剤の

上手な使い方 〜困ったときのこの一手〜』と題し、新たな目線で現代医療に漢方エキ

ス製剤を取り入れる実践的な方法をご提案いたします。

今回は、小児科、耳鼻咽喉科・頭頸部外科、形成外科、婦人科、甲状腺科、漢方診

療科の先生方にシンポジストとしてご登壇いただき、幅広い分野にわたる漢方治療の

実際についてご紹介いただきます。

第一部は「困ったときのこの一手」と題して、各診療科領域の先生が日常診療でどの

ようなことに困り、漢方治療を取り入れているのか、その具体例をご紹介いただきます。

第二部では、「八味地黄丸」と「白虎加人参湯」を取り上げ、各診療科での使用経験や

有効例を通して各処方の臨床応用、さらには使用目標、すなわち現代の“口訣”を考え

てまいります。

各先生が患者さんを診療される際に頭の中で巡らせている考えをできる限り具現化し、

皆様にわかりやすくお示しすることで、明日からの実臨床に役立つシンポジウムを目

指したいと思っております。
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